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● コース紹介 

 建築学は，安全・安心で豊かな生活環境の構築を目的とする学問であり，様々な分野を横断する総

合的な工学部分野です。建築学コースは，建築学の知識と技術を体系的に学ぶカリキュラムのもと，

未来の生活環境を支える建築学の専門技術者を育成するコースです。 
 

● 施設見学・体験ツアーのタイムテーブル 

 本コースでは，午前と午後それぞれに施設見学ツアーとワークショップの時間を設けています。

施設見学ツアーは３分野の研究室を巡る見学ツアーです。研究室を個別に見学できるワークショッ

プは自由参加となっています。また，コースに関連する相談や，現役のコース学生との意見交換会

を，工学部 1 号館 2 階 222 室で実施します。是非参加して下さい♪♪♪ 

  今回見学できる３つの研究室を，次ページから紹介しています。参考にして下さい。 
 

【午前の部】 

前半：施設見学・体験ツアー（引率あり）  10：20 ～ 11：20 

（集合時間：10：00，集合場所：工学部 1 号館 2 階 222 室） 

後半：ワークショップ自由参加（引率なし） 11：40 ～ 12：30 

なんでも相談室・学生との意見交換会 11：20 ～ 12：30 
 

【午後の部】 

前半：施設見学・体験ツアー（引率あり）  14：20 ～ 15：20 

（集合時間：14：00，集合場所：工学部 1 号館 2 階 222 室） 

後半：ワークショップ自由参加（引率なし） 15：40 ～ 16：30 

なんでも相談室・学生との意見交換会 15：20 〜 16：30 
 

● ワークショップエリアとタイムテーブル 

 本コースを見学・体験できるワークショップエリアを３つ，タイムテーブルをそれぞれ設けました。

自由にプログラムに参加して下さい♪♪♪ 
 

分 野 都市計画分野 建築環境分野 建築計画分野 

エリア 

（教室番号） 

マップ No.○ 

工学部 1 号館 

314 室 

マップ No.○ 

工学部 2 号館 

203 室 

マップ No.○ 

工学部 2 号館 

117 室 

イベント 

開始時間 

（各プログラム 1 回当り 

15 分） 

午前，11:40 

午後，15:40 
  

 
午前，11:57 

午後，15:57 
 

  
午前，12:15 

午後，16:15 



 

● 人が住む都市を予測し計画する      【工学部 1 号館 314 室】 

都市計画分野 小野研究室 

 琉球大学工学部都市計画(小野)研究室では､沖縄県内の実際の都市計画の課題などを対象に､実践研究

型の調査を行い､県内で今後返還が予定されている大規模基地跡地利用や､沖縄の観光､地球温暖化問題

に対応してどのような取り組みが必要かなど､具体の公共施策や空間の実現に向けて様々な政策提言を

行うことによって､都市計画の高度な知識をもつ未来の技術者を育成しています注1)｡ 

将来を読み解くために必要なマーケティングや規格の基礎である確率統計や産業連関分析､情報を広

域の課題で整理する GIS､学際的な調整が求められる中で建築士や技術士等の基礎を学びます注2)｡ 

人々が集まって住む都市の将来を予測し､快適な街をつくることはとても夢のある仕事です｡また研

究の成果が実際の公共の施策や事業に参考とされるのも､行政(県・市町村)と研究者(大学教員)の連携

が密な地方大学の強みです｡沖縄は大規模な基地返還も含め､人口が減少する日本国内で大規模開発が

残っている場所です｡国内で大規模開発や都市開発事業を学べる唯一のフィールドといっても過言では

ありません｡ぜひ琉球大学建築学コースで都市スケールの計画づくりを学んでみませんか？ 
 
注 1) 成果の一端として､学生とともに取り組む全国コンペでは､大成建設や清水建設/日建設計/日本設計/大林組といった日本を代表
する企業と賞を競い合い､「優秀賞」を獲得してきています｡また､研究では､東京大学や政策研究大学院大学など国内の有力大学を抑
え､都市住宅学会全国最優秀賞､日本建築学会優秀修士論文賞､国際学会の受賞など､国内の主要な学会からも本学の研究内容の高さと充
実した成果を高く評価され､学会総会等で表彰されています｡ 
注 2) 学修期間中に､技術士第 1 次試験の受験(4 年生)や 2 級建築士(修士)の受験を応援し､毎年複数名以上の合格者を研究室から輩出
しており､建築系のみならず土木系の職種への就職の道も拓けます｡ 
 

 沖縄県内の実際の都市の課題を事例に市民や行政、関係者と連携しながら研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)沖縄県内の代規模基地跡地利用計画策定支援 
新都心やライカムも軍用跡地だったって知ってい

ますか？沖縄にある駐留米軍用地の跡地利用や、実際
に開発が終わった時にどのような影響があるかにつ
いて考えてみましょう！ 

4)グリーンインフラの実態と計画理論 
ヒートアイランド現象など都市内の気温は上昇し

ていると言われています。緑地を取り入れることで、
どれだけ都市内の気温を下げることが出来るか考え
てみましょう！ 

1)人口減少時代の離島の基盤維持 
離島のゆったりとした雰囲気に憧れる人は多いか

もしれません。その一方で､人々の生活に必要な学校
や病院､福祉施設を今後どのように維持するかが課題
となっています！離島の生活を守るためには？ 

3)沖縄の観光・商業とまちづくり 
観光立県沖縄では､観光産業は常に地域経済をけん

引することが求められてきました｡沖縄観光客の 6 割
を占めるレンタカー観光の行動を見て､まちづくりの
ヒントを探しましょう！ 



 

●残教室・無響室での非日常の音空間を体験 【工 2 号館 203 実験室】 

環境工学・建築設備分野 渡嘉敷研究室 

組立式無響室                  組立式残響室 

・航空機騒音測定装置で得られた騒音データから住宅及び学校用防音用アルミサッシ等の研究実験 

  金属屋根遮音性能試験無響室測定状況写真     金属屋根遮音性能試験残教室測定状況写真 

組立式残響室・無響室と音響解析システムを使い従来の遮音材の性能を評価、さらに遮音性能の良い

新しい工法及び材料の開発。沖縄県内で唯一の完全無響室を活用 

・沖縄のコンクリート住宅内部の音環境を改善するためのセラミク吸音建材の研究開発 

・大規模空間を作るための金属屋根の遮音性能実験 屋外に与える騒音の影響を評価する。 

セラミック吸音材料測定の様子           ｱﾙﾐｻｯｼの遮音性能実験 

吸音材料開発では沖縄県産資源を活かした音響材料開発及び遮音性能に優れたアルミサッシの開発。 



 

● 学生たちの建築作品を見てみよう      【工 2 号館 117 教室】 

建築デザイン・計画 分野 入江研究室  

 建築学コースの建築デザイン・計画分野の入江研究室では、社会で活躍出来る建築家などの人材を育

成することを主目的として、建築設計・研究とともに様々な活動を行っています。 

 建築設計製図のような実践科目の中では、自ら図面・模型・CG などを制作して建築設計案を提案し

ます（図 1, 2）。入江研究室の学生たちは、毎年開催されている全国各地の卒業設計コンテストに応募

し好成績を残してきました（図 3）。また、研究室として共同で制作展示を行うこともあります（図 4）。

平行して、学生たちには実際に建築物を間近で見て経験してもらうため、国内外の様々な箇所で建築物

視察を行い、皆で多様な視点から建築のあり方について話し合っています。また、ここ最近は、沖縄の

地の利を生かして積極的に国際交流を行い、海外大学の学生たちとの共同ワークショップなどを企画し

ています。 

 建築設計は、社会の中で必要なものを自ら考えて提案する非常にたのしい取り組みです。入江研究室

では、世界的視野を持った未来の有能な人材を育成することを目指しています。 

 建築するという行為は、世の中をより良くしていくための実践行為であり、よりよい生活を提案する

能力が問われます。建築を通して世の中へ介入していく力をつけるためには、実践と理論を並行して学

ぶことが効果的です。建築デザイン・計画分野では、立地条件や社会環境など多様な視点に立って建築

を捉え、文化的で豊かな空間創造を目指しています。 

 今回のオープンキャンパスでは、学生たちが実際に制作した建築作品などをご紹介いたします。 

 
（図 1）建築設計製図課題講評会 

 
（図 2）優秀作品の合同設計発表会 

 

 
（図 3）学生の卒業設計作品 

 
（図 4）研究室で制作した立体パネル展示＠横浜 

 


